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コーポレート・ガバナンス
取締役会議長メッセージ

1年を振り返って
　2023年度の取締役会議長メッセージの冒頭、「取締役
会議長として、取締役会の実効性向上に資するよう、議論
の活性化に努める」と申し上げました。これを実践してい
くためには、①私自身が案件ごとのポイントや本質的な論
点を理解し、しっかりと準備をすること、②事業執行者と
社外取締役との間での情報レベルを同一にすることの2

点が肝要と考えています。
　①については、取締役会室が実施する議長事前ブリー
フィングの内容を充実させました。具体的には、会社の考
え方やポイントの所在の確認、議論しておかなければい
けないであろう諸点に関する認識合わせなどです。②に
ついては、案件ごとに事業執行担当から事前にしっかり説
明を受け、社外取締役の疑問点を極力減らしておくこと
が大切です。さらに社外取締役の経営会議の傍聴や事業
現場への視察といった機会を継続的に設けることなどに
注力してまいりました。もちろん、取締役から多様な意見
を引き出せるよう発言を促すなど、発言しやすい雰囲気
づくりも心がけました。
　その結果として、社外取締役が示唆に富んだ発言や助
言を積極的にするようになり、案件ごとに現状と今後の課
題について議論が活性化するなど、取締役会の実効性向
上を実感しています。

企業価値向上プロジェクトの推進
　2023年度にスタートした企業価値向上プロジェクトは、
構想段階から、取締役会が全体の枠組みを検討し、事業

執行からの提案を踏まえ、多くの時間をかけて議論を尽く
し、実行段階まで進めてきたものです。
　抜本的な収益構造変革を押し進めていく本プロジェクト
は、本社改革、事業の「選択と集中」の加速、オフィスプリ
ンティング事業の構造改革、オフィスサービスの利益成長
の加速、の4領域で、常に中長期の視点をもちながら取り
組んでいます。
　本プロジェクトで示した諸施策の実行を通じて成果を創
出するためには、リコーグループの将来像をより鮮明化し、
経営幹部を含む社員が同じ方向に向かって進むことが重
要であると考えています。取締役会は今後も、本プロジェ
クトの実行を監督の立場で推進し、状況に応じて各事業執
行とも議論して進めていく所存です。

中長期的な企業価値の向上にむけて
　取締役会議長としては、常に、リコーウェイの使命と目
指す姿である、「“はたらく”に歓びを」が念頭にあります。
その上で、特に重視していることは、ボードカルチャーが
目指す「中長期的な企業価値の向上」につながる緊張感の
ある議論や意思決定であり、その実行を監督していくこ
とです。
　具体的なテーマとしては、デジタルサービスの会社へ
の変革を進めていく中で、従来のオフィスプリンティング
事業を主とした収益構造からの脱却を図り、収益性の向
上に注力することが中心になります。言い換えれば、収
益性を高めることにより株主資本利益率を改善し、企業価
値（株主価値）向上を目指すということです。2024年度は、
収益性の向上に焦点を当てた議題・議案に取締役会の多
くの時間を使っていきたいと考えています。また、その
実現のための人的資本をはじめとした経営資本の充実や
組織体制の最適化なども肝要です。
　今後、リコーグループが中長期的に企業価値を向上す
る上で、デジタルサービスの会社への変革は、取締役会と
しても正しい方向性であると確信しています。今まで以
上にステークホルダーの皆様との対話も重視しながら変
革に取り組んでいきます。
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